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植物が生産するエラストマーであるトランスポリイソプレン（TPI）は、化学合成されたものに比べ

て重合度が高く、トランス選択性が極めて高いという特徴をもつ。そのために幅広い用途が見込まれ

ており、産業への応用が期待されている。TPI 合成経路として、出発物質であるジメチルアリル二リ

ン酸とイソペンテニル二リン酸（IPP）からファルネシル二リン酸（FPP）が合成され、FPP にさらに

IPP が縮合重合することでトランスポリイソプレンが合成されることが知られている。FPP を合成す

る反応を触媒する酵素がファルネシル二リン酸合成酵素（FPS）であり、そこから FPP を基質として

トランスポリイソプレンを合成する反応を触媒している酵素がトランスポリイソプレン合成酵素

（TPT）である。 

本研究では、FPS と TPT の構造機能相関を解明するために、大腸菌を用いた大量発現、カラムクロ

マトグラフィーによる精製を行うことで、高純度のサンプルを調製した。得られた高純度サンプルを

用いて大阪大学蛋白質研究所の自動結晶化装置を用いて結晶化条件の検討を行ったところ、FPS、TPT

ともに結晶化条件を見いだすことができた。その後結晶化条件の最適化を行い、大阪大学蛋白質研究

所の X 線発生装置を使用して、結晶の凍結条件を決定した。その凍結条件下において、大型放射光施

設で X 線回折実験を行い、TPT 結晶については 3.5Å 分解能の X 線回折強度データを、FPS 結晶につ

いてはそれぞれ 2.5 Å 分解能の X 線回折強度データを収集することができた。その X 線回折強度デー

タを用いて分子置換法によって位相を決定することができ、モデル構築を行った。それらの構造解析

の結果、TPT、FPS ともに二量体構造をとっていることが分かった。 
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